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全校朝礼より（１０月１７日） 

全校生徒の皆さん。おはようございます。 

金曜日の合唱祭から、週末をはさんでの新しい一週間が始まりました。大きな行事を終えた

後特有の雰囲気が、各クラスにもあるのかもしれません。合唱祭当日の繰り返しにはなりま

すが、全校生徒の皆さんに心より「お疲れ様でした」と伝えたいと思います。 

さて、今日は廣岡淺子さんという女性のお話を少ししたいと思います。 

この女性は江戸時代に生まれ、大正８年まで７１年の生涯を生き抜きました。幼少の頃より、

学ぶことが好きでしたが、淺子さんの生きた時代はまだ、女性が教育を受けることが大変難

しい時代でした。しかし、その困難にも負けず、独学で学問を続けて、やがては女性実業家

として世の認めるところとなります。そして自らの幼少期に、学問が自由に出来なかった経

験から、女子教育に情熱を注ぎ、日本女子大学の創設にも大きく携わりました。 

そんな廣岡淺子さんの生涯を描いた連続テレビ小説が 2015 年 9 月より「あさが来た」とい

うタイトルで放映されました。そして、このドラマの主題歌が、先週 I 組が発表してくれた

「365 日の紙飛行機」です。合唱祭当日の曲紹介にもありましたね。AKB48 が歌ったとい

うこともあり、I 組の皆さんをはじめ、知っている人も多いと思いますが、少し紹介します。 

「人生は紙飛行機 願い乗せて飛んでいくよ」 

「風の中を力の限り ただ進むだけ」 

「その距離を競うより どう飛んだか どこを飛んだのか」 

「それが一番大切なんだ さあ心のままに 365 日」 

先ほど紹介した廣岡淺子さんの生涯も決して順風満帆だった日々だけではなかったに違い

ありません。でも、その困難に時には立ち向かい、時には羽を休めながら、自分らしく、生

き抜いた女性であったと思うのです。 

今日から始まる新たな一週間。皆さんにとっての学校生活も同様です。紙飛行機を飛ばし

た経験のある人なら、誰でもわかると思いますが、同じように飛ばしたつもりでも、飛ぶ方

向や向き、そして着地点も様々です。皆さんのこれからの生きる道も、まさに紙飛行機のよ

うにどんな将来が待ち受けているのかは、本人自身にもわかりません。 

でも、ひとつ確実に言えることは、紙飛行機も人生も瞬時に着地点に着くことはなく、そこ

にはそこに至る道のり、過程が必ずあるということです。そこにこそ、人が生きる価値があ

り、人生とは「こんなに豊かなものである」ということを感じることが出来るのだと思いま

す。 



修学旅行（３年生） 

金曜日の合唱。全学年、全クラスのステージ発表までの道のりも、様々でした。でも、皆さ

んが歩んだ合唱を通した道のりは尊いものであり、きっと将来、中学校生活を振り返った時

に、少し照れくさくほろ苦く、でも温かな思い出の一場面として蘇ることでしょう。 

人生は紙飛行機、一人ひとりが大切にされること、もう一度噛みしめたいと思います。 

         

 

前日からの台風の影響で新幹線が不通。新横浜に集まる 

3 年生の修学旅行は始まった。待合場所を駅前広場から 

ホテルの一室に移して、運行再開を待つ。今回の修学 

旅行を語る上で、このホテルでの 3 年生の過ごし方は 

特筆に値する秀逸さであった。綿密に積み上げてきた 

班行動計画、列車の変更に伴う新幹線の座席割等、様々 

なことが直前の変更を余儀なくされる中、今ある状況を 

冷静に受け止めて、やるべきことに仲間と協力しながら 

向き合う姿は、本校の最上級生として誇らしく思える 

時間であった。1 日目の班行動による京都市内見学は出 

来なかったが、宿舎で出迎えてくれた「はとピョン」や 

従業員の方々の「京ことば」から、修学旅行を実感する 

ことが出来た初日であった。 

2 日目は快晴。６台のバスを連ねて一路奈良へと向かう。 

朝一番の法隆寺には、悠久の歴史の中に身を置いている 

こと、そして日本最古の木造建築のもつ底力を実感。 

薬師寺では、お坊さんの講話に一同抱腹絶倒。 

大迫力と優しさを感じる東大寺の大仏との対面。 

そして、夕闇迫る京都市内へと戻り、能楽堂に向かう。 

日本古来の古典芸能のもつ魅力は、現代にも生きる芸 

術であることを、鍛え抜かれたプロの方々の演技・演奏 

から感じることが出来た。 

3 日目も快晴。大きな荷物をトラックに積み込み、身軽 

になってタクシーに分乗する。軽妙洒脱な運転手さんの 

語り口に引き込まれながらの京都市内見学。見学はもち 

ろん、お土産や食事も十分に楽しんでいる様子が時々 

出会う笑顔から伝わってくる。 

最終日の夕方、新横浜東口広場に集合した 3 年生。 

充実感と旅の終わる一抹の寂しさが同居した解散式。 

そこには、「一人ひとりの行動で、最高の修学旅行にし」 

よう！」としおりに掲げた実行委員長の目標を見事に 

達成した仲間たちの姿があった。 



頑張るつく中生  
 

 

 

【合唱祭関係】 

1 年生 金賞 G 組 銀賞 A 組 銅賞 F 組 指揮者賞 G 組  

2 年生 金賞 E 組 金賞 F 組 銅賞 D 組 指揮者賞 D 組  

3 年生 金賞 F 組 銀賞 A 組 銅賞 B 組 指揮者賞 B 組 D 組  

I 組  アンサンブル賞 

グランプリ賞 3 年 F 組 

【部活動関係】 

バスケットボール部 

・男子：町田市中学校バスケットボール夏季大会 第４位 

・女子：町田市中学校バスケットボール夏季大会 第３位 

剣道部 

・男子チーム：東京都中体連剣道部第七ブロック秋季大会 「都大会出場認定証獲得！」 

・女子個人： 第６４回市民体育祭 敢闘賞 

バドミントン部 

・男子団体：町田市中学校バドミントン新人大会 準優勝 

・女子団体：町田市中学校バドミントン新人大会 準優勝 

・男子ダブルス：町田市中学校バドミントン新人大会 第 3 位 

陸上部 

第７５回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会 

・女子１，２年走高跳  第６位 １ｍ43 

・女子 3 年走高跳    第 2 位 １ｍ56  第７位  １ｍ45 

・女子 3 年１００ｍYH  第 8 位 16“33 

・男子共通４００ｍ   第 3 位 50“65 

・男子共通８００ｍ   第４位 1‘59“29 

・男子共通砲丸投    第 2 位 13m41 

【町田市立中学校連合体育大会関係】 

・3 年男子走幅跳  第 1 位 5m53 

・3 年女子走幅跳  第１位 4m57 

・１，２年男子１５００ｍ  第 5 位 4‘48“79 

・3 年男子１５００ｍ    第 1 位 4’26”91 第 2 位 4‘27“65 

・1 年男子１００ｍ     第８位 13“80 

・2 年女子１００ｍ     第 2 位 15“87 

・3 年男子１００ｍ     第 1 位 12“10 

・3 年女子１００ｍ     第 1 位 15“86 

・共通男子２００ｍ     第 2 位 23“74 



・共通女子２００ｍ     第 1 位 27“30 

・3 年女子８００ｍ     第 3 位 2‘44“86 

・2 年女子４×１００R    第 1 位 53“59 

・共通女子４×１００R    第 1 位 52“04 

・共通男子４×１００R   第 1 位 45”58 

 

 

 

１１月 ２日（水）連合マラソン大会予備日（I 組） 

３日（木）文化の日 

４日（金）教育相談終、復習確認テスト（３年生）小中交流会（I 組） 

７日（月）全校朝礼、安全指導、一斉委員会 

８日（火）連合音楽会（合唱） 

１０日（木）宿泊学習始（I 組） 

１１日（金）宿泊学習終（I 組） 

１４日（月）期末考査１日目（学活、国語、技術家庭、音楽） 

１５日（火）期末考査２日目（学活、社会、理科、保体） 

１６日（水）期末考査３日目（学活、英語、数学、美術） 

１７日（木）避難訓練 

１８日（金）心のアンケート 

２１日（月）キャリア教育始（２年生） 

２３日（水）勤労感謝の日 

２７日（日）英語スピーキングテスト（３年生・外部会場） 

３０日（水）午前授業（３年生） 

 

 

 

先日の合唱祭開催におきましては、多くの保護者・地域の皆様にご来場賜りましたことを厚

く御礼申し上げます。また、当日の運営におきまして PTA のご担当者様には、ご尽力いただ

きましたことを重ねて御礼申し上げます。 

当日はどの学年、学級も日頃の練習の成果が十分に発揮された立派な発表をしてくれまし

た。これもひとえに、当日はもとより練習期間も含めまして、ご家庭での支えがあったからこ

そと感謝しております。合唱祭を終え、２学期の後半へと教育活動は進んでまいりますが、今

後ともご支援、ご協力を賜りながら、お子様の心身の成長を願い、教職員一同微力ながら取り

組んでまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

１１月行事予定 

御礼 


